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【背景】光誘起力顕微鏡(PiFM)は、原子間力顕微鏡(AFM)が基となった、探針と試料間へ

の光照射で生じる局在場光の勾配を力として検出する顕微鏡であり、物質の光学特性を高

分解能で測定することができる。当研究室ではこれまで、大気分子の影響を取り除くことが

できる超高真空（UHV）環境下において、高分解能を実現するヘテロダイン FM 方式を開

発し[1-3]、半導体量子ドット[4]やペンタセン分子[5]の高分解能観察を行ってきた。今回

我々は、光誘起力を用いて物質のキラル光学効果の測定を行うための装置系の開発を行っ

た。ここでは、その装置系について報告する。 

【実験と結果】光誘起力を用いて物質のキラリティーを測定するためには、右円偏光に対す

る光誘起力と左円偏光に対する光誘起力の差を測定する必要がある。図は、二重円偏光変調

光誘起力顕微鏡の概要を示している。変調周波数の異なる右・左円偏光を探針と試料間に照

射し、周波数シフトからロックイン検出することによって、それぞれの円偏光による光誘起

力を測定している。この差分をとることで、キラル像を得ることができる。発表当日には、

装置系の詳細を発表する予定である。 
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